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【特別の教科 道徳】                  校長 佐伯 英徳 

９月１９日（土）本来であれば「道徳授業地区公開講座」として、保護者や地域の方々に「特別の

教科 道徳」の授業をご覧いただき、全体道徳の中でご意見等を頂戴する予定でした。しかしながら、

今回は新型コロナウイルス感染拡大防止のために実施を中止させていただきました。そこで、当日３

校時の道徳の時間、「生命尊重」についての各学年の取り組みの様子を報告いたします。 

まず、１年生では、「あたりまえと思えることの大切さ」を主題として、前時に「院内学級」に関

するDVDを視聴し、病気や怪我等で傷ついている子どもたちの心に寄り添う院内学級の先生の仕事

ぶりを知りました。そして本時では、１１歳で亡くなった女

の子が書いた詩「命」（電池が切れるまで 子供病院からの

メッセージ 編・すずらんの会）を読み、「当たり前」のこ

とがどれほど尊いことなのかをワークシートで再確認した

後、「命を大切にするとは？」についての意見を各自シール

に記入し模造紙に貼ってシェアしました。 

２年生は、「いのちをいただく」を主題として、食肉加工

センターで働く坂本義喜さんが２００７年に熊本県の小学

校の講演会で話された内容をもとに創作された最新版の絵本

「いのちをいただく」（講談社）の読み聞かせの後、ワーク

シートを通じて坂本さんの仕事の理解を深め、班で、私たち

の命はたくさんの命に支えられていること、「いただきます」

という言葉の意味等について個人で考えた後で班での共有を

図りクラスで発表しました。 

３年生は、「支えあう命」を主題として、教科書「明日へ

の扉」（学研）の中から、「余命ゼロ 命のメッセージ」を

題材にして、「生きたくても生きられない人もいる」ことを

知り、前向きに精一杯生きることの大切さについて、心情の

変化を表し心の中を可視する『心情円盤』を使って考えまし

た。授業の前後では資料の中に登場している渡部成俊さんの

「いのちの授業」のCDを聞くことができました。渡部さん

の「自分の命を粗末にしないでほしい」という強いメッセー

ジを全員がしっかりと受け止めてくれたと思います。 

法律が変わって、これまでの「道徳の時間」が、昨年度から「特別の教科 道徳」として全面実施

され、狛江市が選定した教科書「学研教育みらい」を使用し、「考える、議論する道徳」を展開して

いくための授業改善に取り組んでいるところです。また、評価については、道徳科の目標である「道

徳的価値の理解」「自我関与」「多面的・多角的な考え」「よりよい生き方」をふまえ、ワークシー

トや授業観察記録等の適切な評価材料を収集し、道徳性に係る成長の様子を認め励ます個人内評価を

実施し、学年末の通知表でお知らせしています。昨年度に引き続き「特別の教科 道徳」が、より一

層、有意義な時間となるように努めてまいりますので、皆様方のご理解ご協力をお願い申し上げます。 
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体育祭を実施します。  

 １０月９日（金）の午後に「体育祭」を開催します。

新型コロナウイルスの影響により、実施できる競技や演

技は限られるため、今回は規模を縮小して、各学年の全

員リレーと東京五輪音頭2020のみの実施となります。

現在、感染症防止対策を講じながら、練習はクラスごと

の縦割り班で行い、3年生のリードのもと進められてい

ます。1・2年生は先輩たちの説明に耳を傾け、手本を

見ながら真剣に練習に取り組んでいます。 

さて、全員リレーはクラス全員でバトンを繋ぎ、ゴー

ルを目指す競技です。仲間同士が助け合い、自分たちの

持っている力を最大限に発揮するための戦術の工夫が

ポイントとなります。また、「東京五輪音頭-2020-」

は東京 1964 大会時に作られた歌と踊りにパラリンピ

ックの要素を加え、歌詞と振付を新しくしたものです。

みんなで楽しみながら踊ってほしいと思います。 

全員リレーの白熱した戦いに期待しながらも、仲間と

の輪（和）を大切にした、素晴らしい体育祭を作り上げ

てくれることを願っています。（今回は感染拡大防止のため、

参観は3年生の保護者のみとさせていただきます。） 
校庭の草取りボランティアの呼びかけに200名以上が参加 




